
令
和
三
年
四
月
二
十
二
日 

 

聖
徳
太
子
千
四
百
回
忌 

 

聖 

霊 

会 
 

次 

第 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総 

本 

山 
 

四 
 

天 
 

王 
 

寺 

舞
楽
参
仕 

天

王

寺

楽

所

 

雅

亮

会 

協 
 

賛 

天

王

寺

舞

楽

協

会 

 

 
 
 
 

参
集 
十
二
時 

 

進
行 

十
二
時
半
（
五
智
光
院
） 

先 
 

道み
ち 

 
 
 

行ゆ
き 

壹
越
調
音
取 

道
楽
（
左
方
右
方
） 

次 
 

舞

台

ぶ

た

い

前

庭

ぜ

ん

て

い

儀ぎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

次 
 

両
舎
利
入
堂

り
ょ
う
し
ゃ
り
に
ゅ
う
ど
う 

内
陣
本
座
に
着
く 

次 
 

惣そ
う

礼ら
い

伽か

陀だ

 

無
附
物 

次 
 

衆

僧

入

堂

し
ゅ
う
そ

う
に
ゅ

う
ど
う 

内
陣
本
座
に
着
く 

次 
 

諸

役

し

ょ

や

く

別

座

べ

つ

ざ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

次 
 

楽

舎

が

く

し

ゃ

揚

幕

あ

げ

ま

く 

畧
す 

次 
 

集し
ゅ

会え

乱

声

ら
ん
じ
ょ
う 

左
右
楽
舎
乱
声 

次 
 

振え
ん 

 
 
 

鉾ぶ 

三 

節
（
左
方
右
方
） 

 
 
 
 

舞
楽
目
録
参
照 

次 
 

舞 
 
 
 

楽 

蘇
利
古
（
右
方
） 

 
 
 
 
 
 

舞
楽
目
録
参
照 

次 
 

楽 
 
 
 
 
 

河
水
楽
（
右
方
） 

次 
 

御み

上じ
ょ
う

帳ち
ょ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

舞
楽
目
録 

蘇
利
古
を
参
照 

次 
 

御み

手ち
ょ
う

水ず

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

舞
楽
目
録 

蘇
利
古
を
参
照 

次 
 

楽 
 
 
 
 
 

廻
盃
楽
（
右
方
） 

 
 
 
 
 
 

 

次 
 

両
舎
利

り
ょ
う
し
ゃ
り

登と
う

高
座

こ

う

ざ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
舎
利
は
西
側
、
二
舎
利
は
東
側
の
高
座
に
登
る 

次 
 

諷ふ

誦じ
ゅ

文も
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
舎
利 

太
子
讃
嘆
の
旨
を
唱
え
、
法
華
経
四
巻
を
読
誦 

次 
 

願が
ん 

 
 
 

文も
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
舎
利 

同
じ
く
太
子
讃
嘆
の
旨
を
述
べ
、
法
華
経
四
巻
を
読
誦 

次 
 

舞 
 
 
 

楽 

承
和
楽
（
左
方
） 

 
 
 
 
 
 

舞
楽
目
録
参
照 

次 
 

行

事

鐘 

次 
 

楽 
 
 
 
 
 

十
天
楽
（
左
方
右
方
） 

 

次 
 

伝て
ん 

 
 
 

供ぐ 

次 
 

行

事

鐘 

次 
 

菩 
 
 
 

薩 
 
 
 

（
左
方
） 

 
 
 
 
 
 

舞
楽
目
録
参
照 

次 
 

舞 
 
 
 

楽 

迦
陵
頻
（
左
方
） 

 
 
 
 
 
 

舞
楽
目
録
参
照 

次 
 

獅 
 
 
 

子 
 
 
 

（
右
方
） 

 
 
 
 
 
 

舞
楽
目
録
参
照 

次 
 

舞 
 
 
 

楽 

胡 

蝶
（
右
方
） 

 
 
 
 
 
 

舞
楽
目
録
参
照 

次 
 

行

事

鐘 

次 
 

楽 
 
 
 
 
 

承
和
楽
（
右
方
） 

 
 
 
 
 
 

楽
に
乗
り
三
綱
は
本
座
よ
り
舞
台
を
渡
り
、
礼 

盤
に
至
る 

次 
 

祭さ
い 

 
 
 

文も
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
綱
は
、
太
子
に
法
会
の
目
的
を
奏
上
す
る 

次 
 

行

事

鐘 
 

次 
 

楽 
 
 
 
 
 

賀
王
恩
（
左
方
） 

 
 
 
 
 
 

楽
に
乗
っ
て
先
ず
唄
師
は
本
座
よ
り
舞
台
を
渡
り 

礼
盤
に
至
る 

衆
僧
は
舞
台
に
昇
る 

次 
 

唄ば
い 

 
 
 

匿の
く 

始
段
唄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

唄
師
は
礼
盤
に
て
始
段
唄
（
声
明
）
を
唱
え
る 

 
 

舞
台
で
は
衆
僧
が
花
び
ら
を
散
ら
し
諸
仏
を
供
養 

次 
 

散さ
ん 

 
 
 

華げ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
る
散
華
（
声
明
）
を
唱
え
、
舞
台
を
行
道
す
る 

次 
 

行

事

鐘 
 

次 
 

舞 
 
 
 

楽 

林 

歌
（
右
方
） 

 
 
 
 
 
 

舞
楽
目
録
参
照 

次 
 

楽 
 
 
 
 
 

延
喜
楽
（
右
方
） 

 
 
 
 
 
 

衆
僧
は
本
座
よ
り
楽
に
乗
り
、
再
び
舞
台
に
昇
り 

梵
音
（
声
明
）、
錫
杖
（
声
明
）
を
唱
え
る 

次 
 

梵ぼ
ん 

 
 
 

音の
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仏
の
み
声
（
梵
音
）
が
、
十
方
に
響
き
渡
り
人
々 

が
安
楽
を
得
る 

次 
 

錫
し
ゃ
く 

 
 
 

杖じ
ょ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

錫
杖
を
鳴
ら
し
、
そ
の
響
き
に
よ
っ
て
人
々
の
仏 

心
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
る 

衆
僧
、
楽
人
、
長
者
等
は
五
智
光
院
東
西
濡
縁
を
通
り
、 

東
（
左
方
）
西
（
右
方
）
に
分
れ
正
面
よ
り
堂
内
に
入
る 

式
衆
は
舞
台
上
列
立
、
一
舎
利
（
管
長
猊
下
）
、
二
舎
利

（
舎
利
職
次
座
）
の
両
師
は
、
舞
台
を
渡
り
内
陣
の
本
座

に
着
席 

法
会
の
開
始
を
告
げ
る
聖
徳
太
子
を
讃
え
る
声
明 

（
し
ょ
う
み
ょ
う 

音
階
の
あ
る
お
経
） 

楽
を
奏
し
、
東
西
御
供
所
か
ら
菩
薩
、
八
部
衆
の
諸
役

に
よ
り
お
供
え
物
を
内
陣
の
楊
枝
御
影
・
玉
輿
・
鳳
輦

の
ご
宝
前
に
伝
送 

長
者
が
祝
詞
を
唱
え
る 



次 
 

楽 
 
 
 
 
 

長
慶
子
（
左
方
右
方
） 

 
 
 
 

両
舎
利
降
高
座
の
楽
を
奏
す 

次 
 

両
舎
利
降

り
ょ
う
し
ゃ
り
こ
う

高
座

こ

う

ざ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

両
舎
利
は
高
座
を
降
り
、
内
陣
の
本
座
に
着
く 

次 
 

舞 
 
 
 

楽 

太
平
楽
（
左
方
右
方
） 

 
 
 
 

舞
楽
目
録
参
照 

次 
 

入
に
ゅ
う 

 
 
 

調
じ
ょ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入
調
と
は
、
こ
れ
よ
り
以
降
は
鑑
賞
の
た
め
の
舞 

楽
と
い
う
意
味 

次 
 

舞 
 
 
 

楽 

抜
頭
（
右
方
） 

 
 
 
 
 
 
 

舞
楽
目
録
参
照 

次 
 

舞 
 
 
 

楽 

貴
德
（
右
方
） 

 
 
 
 
 
 
 

舞
楽
目
録
参
照 

次 
 

挨 
 
 
 

拶 

執
事
長
・
法
務
部
長 

 
 
 
 

 

次 
 

還か
ん 

 
 
 

御ぎ
ょ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

法
会
の
終
了 

 

 

以 
 

上 

聖
霊
会

し
ょ
う
り
ょ
う
え

（
お
し
ょ
う
ら
い
） 

聖
徳
太
子
さ
ま
の
ご
命
日
（
旧
暦
二
月
二
十
二
日
）
に
、
御
霊
を
お
慰
め
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
、
法
要
と
舞
楽
が
渾 

然
一
体
と
な
っ
た
舞
楽
大
法
要
で
、
四
天
王
寺
の
最
も
重
要
か
つ
大
規
模
な
行
事
と
し
て
、
近
年
は
四
月
二
十
二
日
に
厳 

修
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

本
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
五
智
光
院
に
会
場
を
移
し
厳
修
い
た
し
ま
す
。 

聖
徳
太
子
千
四
百
回
忌
の
御
忌
に
当
る
聖
霊
会
を
で
き
う
る
限
り
の
範
囲
で
六
時
堂
内
、
舞
台
、
両
高
座
、
両
楽
舎
等
を 

工
夫
再
現
し
実
施
す
る
も
の
で
、
本
来
の
進
行
と
は
異
な
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
お
含
み
く
だ
さ
い
。 

内
陣
の
中
央
に
は
楊
枝

よ
う
じ
の

御
影

み

え

（
聖
徳
太
子
摂
政
像
の
御
掛
軸
）
、
東
側
に
は
玉

ぎ
ょ
く

輿よ

（
仏
舎
利
）
、
西
側
に
は
鳳
輦

ほ
う
れ
ん

（
太
子
） 

が
安
置
さ
れ
、
四
箇
法
要
（
唄
・
散
華
・
梵
音
・
錫
杖
）
と
、
舞
楽
が
交
互
に
織
り
成
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。 

 



令
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四
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十
二
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千
四
百
年
の
伝
統 

 

重
要
無
形
民
俗
文
化
財 

聖
徳
太
子
千
四
百
回
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聖  
霊  

会  
 

舞 

楽 

目 
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総 

本 

山 
 

四 

天 

王 

寺 

 

振 
 
 

鉾 

（
え
ん
ぶ
）
三
節 

 

 
 

舞
楽
の
演
奏
に
当
た
っ
て
、
最
初
に
舞
わ
れ
る
儀
式
的
な
舞
曲
で
あ
る
。
も
と
も
と
天
地
の
神
と
祖
先
の
霊
に
祈
り
を 

捧
げ
、
舞
台
を
清
め
る
宗
教
的
な
意
味
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。
『
教
訓
抄
』
に
よ
れ
ば
、
舞
人
は
口
に
次
の
よ
う
な
鎮 

詞
を
唱
え
な
が
ら
舞
う
。 

 

「
天
長
地
久
、
政
和
世
理
、
国
家
太
平
、
雅
音
成
就
」 

 

左
右
の
舞
人
が
一
人
ず
つ
出
て
、
鉾
を
上
下
左
右
に
打
ち
振
っ
て
舞
う
。
ま
ず
左
方
の
舞
人
が
舞
う
。
次
に
右
方
の
舞 

人
が
替
っ
て
舞
い
、
最
後
に
左
右
の
舞
人
が
同
時
に
舞
台
に
登
り
舞
う
。
こ
れ
を
「
合
鉾
（
あ
わ
せ
ぼ
こ
）
」
と
い
う
。 

以
上
の
よ
う
に
三
度
舞
う
こ
と
を
「
振
鉾
三
節
（
え
ん
ぶ
さ
ん
せ
つ
）
」
と
い
い
、
四
天
王
寺
で
は
今
も
な
お
厳
重
に
守 

ら
れ
て
い
る
。 

 

蘇 

利 

古 

（
そ
り
こ
） 

 
 

朝
鮮
半
島
伝
来
の
右
方
の
舞
で
あ
る
。
百
済
か
ら
の
帰
化
人
で
あ
る
須
々
許
理
（
す
す
こ
り
）
と
い
う
人
が
、
こ
の
舞 

を
伝
え
た
と
い
う
。
右
方
平
舞
（
へ
い
ぶ
）
装
束
の
諸
肩
袒
（
も
ろ
か
た
ぬ
ぎ
）
の
姿
で
、
長
方
形
の
布
に
人
面
の
抽
象 

図
を
か
い
た
「
雑
面
（
ぞ
う
め
ん
）
」
を
顔
に
付
け
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
手
に
持
っ
て
い
る
棒
を
「
白
楚
（
ず
あ 

え
）
」
と
い
う
。
こ
の
舞
は
一
般
的
に
は
四
人
舞
だ
が
、
五
人
で
舞
う
の
は
四
天
王
寺
独
特
で
あ
る
。 

こ
の
舞
は
太
子
の
お
目
覚
め
を
慰
め
る
た
め
の
供
養
舞
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
聖
霊
会
舞
楽
大
法
要
の
最
初
の 

舞
楽
と
し
て
儀
式
進
行
上
、
省
く
こ
と
の
で
き
な
い
舞
楽
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
六
時
堂
内
で
は
宮
殿
（
く
う
で
ん
）
に
安 

置
さ
れ
て
あ
る
聖
徳
太
子
御
影
の
帳
（
と
ば
り
）
を
上
げ
る
「
御
上
帳
（
み
じ
ょ
う
ち
ょ
う
）
」
の
儀
式
と
、
御
水
を
捧 

げ
る
「
御
手
水
（
み
ち
ょ
う
ず
）
」
の
秘
儀
が
行
わ
れ
る
。 

 

承 

和 

楽 
(

し
ょ
う
わ
ら
く) 

平
安
時
代
（
八
世
紀
末 

）
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
輸
入
さ
れ
た
舞
楽
の
消
化
、
国
風
同
化
の
時
代
と
な
り
日
本
で
の 

新
作
舞
楽
も
現
れ
た
。
こ
の
楽
曲
も
そ
の
一
つ
で
、
天
長
十
年
（
八
三
三
）
仁
明
天
皇
の
ご
即
位
の
時
、
勅
に
よ
っ
て
大 

戸
清
上
が
作
曲
し
、
三
嶋
武
蔵
が
舞
を
作
り
、
そ
の
翌
年
の
黄
菊
の
宴
に
奏
さ
れ
た
時
の
年
号
を
と
っ
て
「
承
和
楽
」
と 

命
名
さ
れ
た
。
曲
は
唐
楽
、
壱
越
調
（
い
ち
こ
つ
ち
ょ
う
）
で
舞
人
は
左
方
の
襲
装
束
（
か
さ
ね
し
ょ
う
ぞ
く
）
で
右
肩 

を
袒
（
ぬ
）
ぎ
、
調
子
で
出
て
当
曲
に
舞
い
入
調
で
入
る
。
番
舞
（
つ
が
い
ま
い
）
は
「
仁
和
楽
」
。 

 

迦 

陵 

頻 

（
か
り
ょ
う
び
ん
） 

 
 

 
 
 

 
 

天
平
八
年
（
七
三
六
）
林
邑
の
僧
仏
哲
に
よ
り
伝
え
ら
れ
た
「
林
邑
八
楽
（
り
ん
ゆ
う
は
ち
が
く
）｣

の
一
つ
で
あ
る
。 

こ
の
曲
に
は
、
イ
ン
ド
の
祇
園
精
舎
（
ぎ
お
ん
し
ょ
う
じ
ゃ
）
供
養
の
日
に
迦
陵
頻
伽
（
か
り
ょ
う
び
ん
が
）
と
い
う
鳥 

が
飛
来
し
て
、
囀
（
さ
え
ず
）
り
舞
う
姿
を
妙
音
天
女
が
舞
曲
に
し
て
、
阿
難
尊
者
に
伝
え
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
仏 

典
に
は
極
楽
に
棲
む
霊
鳥
と
し
て
「
迦
陵
頻
伽
」
の
名
が
記
述
さ
れ
て
い
る
し
、
平
安
時
代
の
わ
が
国
の
文
学
に
は
、
天 

来
の
妙
音
を
囀
る
極
楽
鳥
と
し
て
、
し
ば
し
ば
そ
の
名
が
出
て
く
る
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
仏
教
法
会
の
供
養
舞
と
し
て
右
方
の
「
胡
蝶
（
こ
ち
ょ
う
）
」
と
と
も
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い 

舞
楽
で
あ
る
。
こ
の
舞
は
「
胡
蝶
」
と
と
も
に
童
舞
（
わ
ら
べ
ま
い
）
で
、
背
に
鳥
の
羽
を
つ
け
、
天
冠
（
て
ん
が
ん
） 

に
桜
の
花
を
挿
し
、
手
の
銅
拍
子
を
打
ち
な
が
ら
、
円
を
つ
く
っ
て
舞
台
上
を
飛
び
ま
わ
る
姿
は
、
軽
快
可
憐
、
ま
さ
に 

浄
土
の
荘
厳
を
見
る
思
い
が
す
る
。 

 

菩 
 
 

薩 

（
ぼ
さ
つ
） 

 
 
 
 
 
 

（
手
引
） 

 
 

こ
の
曲
も
仏
哲
が
伝
え
た
林
邑
楽
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
古
記
録
に
よ
れ
ば
聖
霊
会
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な 

い
舞
楽
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
往
古
は
舞
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
そ 

の
舞
は
失
伝
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
降
、
壱
越
調
の
「
菩
薩
」
の
曲
を
演
奏
し
、
そ
の
間
に
「
大
輪
小
輪
（
お
お
わ
こ
わ
） 

」
と
称
し
て
、
二
人
の
菩
薩
が
舞
台
上
を
、
二
回
交
錯
し
て
回
る
だ
け
の
作
法
と
な
っ
て
い
る
。 

 

獅 
 
 

子 

（
し
し
） 

 
 

百
済
の
人
味
摩
之
（
み
ま
し
）
が
伝
え
た
伎
楽
の
残
影
を
示
す
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
後
世
三
味
線
音
楽
や
歌
舞
伎
、 

舞
踊
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
広
く
普
及
し
た
獅
子
舞
の
最
も
古
い
原
形
と
い
え
る
。
四
天
王
寺
で
は
儀
式
の
行
道
（
ぎ
ょ
う 

ど
う
）
の
先
駆
を
し
、
四
天
王
寺
に
の
み
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
獅
子
」
の
秘
曲
に
合
わ
せ
て
、
舞
台
上
で
舞
う
。
し
か
し
、 

現
在
で
は
、
そ
の
舞
は
失
伝
し
て
お
り
、
菩
薩
と
同
様
、
舞
台
上
を
輪
を
描
い
て
歩
く
だ
け
の
「
大
輪
小
輪
（
お
お
わ
こ 

わ
）
」
の
所
作
だ
け
が
行
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
近
年
は
、
古
記
録
に
も
と
づ
き
四
方
拝
の
所
作
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
た 

だ
し
、
龍
笛
の
演
奏
に
、
三
ノ
鼓
（
さ
ん
の
つ
づ
み
）
、
太
鼓
を
加
え
て
演
奏
さ
れ
る｢

獅
子｣

の
曲
は
、
今
な
お
正
し
く 

伝
承
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
る
や
か
な
旋
律
と
深
い
響
き
を
湛
え
た
こ
の
秘
曲
は
、
龍
笛
の
特
徴
を
フ
ル
に
生
か
し
た
名
曲
と 

い
え
る
。 

 
 

 
 
 

胡 
 
 

蝶 

（
こ
ち
ょ
う
） 

 

舞
楽
の
大
半
は
、
古
代
の
大
陸
か
ら
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
に
至
り
、
完
全
に
日
本
の
音
楽
舞
踊
と
し 

て
咀
嚼
さ
れ
て
か
ら
、
わ
が
国
で
も
何
曲
か
作
曲
さ
れ
た
。
こ
の
曲
は
、
高
麗
楽
（
こ
ま
が
く
）
の
形
式
で
作
ら
れ
た
中 

の
一
曲
で
あ
る
。
左
方
の
「
迦
陵
頻
」
の
番
舞
（
つ
が
い
ま
い
）
と
し
て
作
ら
れ
、
舞
楽
中
た
だ
二
曲
の
可
憐
な
美
し
い 

童
舞
で
あ
る
。
楽
書
に
よ
れ
ば
、
延
喜
六
年
（
九
〇
六
）
に
宇
多
上
皇
が
童
相
撲
（
わ
ら
べ
ず
も
う
）
を
ご
覧
に
な
っ
た 

時
に
作
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
曲
は
山
城
守
藤
原
忠
房
の
作
曲
、
舞
は
敦
実
親
王
に
よ
っ
て
作
舞
さ
れ
た
と
も
伝
え
ら 

れ
て
い
る
。
四
天
王
寺
で
は
、
「
迦
陵
頻
」
と
こ
の
曲
の
二
つ
の
童
舞
は
、
伝
統
に
し
た
が
っ
て
今
で
も
男
児
に
よ
っ
て 

舞
わ
れ
て
い
る
。 

  

（
左
）
園
淵 

和
夫 

（
右
）
寄
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秀 

墨
林 
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二
本
松
真
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北
地 

昭
龍 

 

土
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光
陽 

（
左
）
蓮
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善
行 

（
右
）
寄
氣 

惠
秀 

倉
橋 

 

楽 
 

 

日
下 

采
彦 

平
野 

豊
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平
野 

豊
幸 

 
 

吉
光 

蓮 

倉
橋 

 

楽 
 

 

多
田
亮
円 

曾
根 

暢
貴 

 
 

奥
田 

英
織 

寺
西 

覚
水 

 
 

鷲 
 
 

慧 

吉
光 

信
昭 

 
 

 
 

 
 

 
今
野 

宏
昭 

神
田 

典
証 

 
 

 
 

 
 

 
丸
川 

司
文 

寄
氣 

惠
秀 



林 
 
 

歌 
(

り
ん
が)

 

 
高
麗
楽
に
よ
る
右
方
の
舞
で
あ
る
。
「
臨
河
」
・
「
林
賀
」
な
ど
と
も
記
さ
れ
る
。
袍
（
ほ
う
）
は
、
甲
（
か
ぶ
と
） 

と
と
も
に
、
林
歌
の
舞
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
特
別
の
装
束
を
着
用
す
る
。
こ
の
筒
袖
、
ず
ん
胴
の
袍
に
は
、
金
糸
・
銀 

糸
に
よ
る
鼠
の
刺
繍
が
施
さ
れ
る
。
こ
の
鼠
の
文
様
は
、
「
林
歌
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
、
雅
楽
の
声
楽
曲
で
あ
る
「
催
馬 

楽
」
（
さ
い
ば
ら
）
の
な
か
の
「
老
鼠
」
（
お
い
ね
ず
み
）
の
曲
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
同
じ
で
あ
る
と
の
言
い
伝
え
や
、
古 

く
は
「
甲
子
」
（
き
の
え
ね
）
の
佳
日
に
こ
の
舞
楽
が
舞
わ
れ
た
と
い
う
伝
承
な
ど
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。 

高
麗
小
乱
声
の
独
奏
の
後
、
高
麗
乱
声
が
奏
さ
れ
る
な
か
、
各
舞
人
が
足
を
立
て
て
ゆ
っ
く
り
と
前
進
す
る
出
手
を
行 

な
い
舞
座
に
つ
く
。
当
曲
の
後
半
に
は
、
こ
の
曲
に
し
か
な
い
特
殊
な
打
楽
器
の
奏
法
と
と
も
に
、
軽
妙
な
所
作
が
な
さ 

れ
る
。 

 

太 

平 

楽 

（
た
い
へ
い
ら
く
） 

 

こ
の
曲
が
、
古
代
中
国
の
武
将
の
舞
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
い
か
め
し
い
装
束
を
見
た
だ
け
で
わ
か
る
。
鎧
で
あ
る
挂 

甲
（
け
い
こ
う
）
を
つ
け
、
兜
を
か
ぶ
り
、
肩
喰
（
か
た
く
い
）
・
脛
当
（
す
ね
あ
て
）
・
籠
手
（
こ
て
）
を
付
け
、
太 

刀
を
帯
び
、
魚
袋
（
ぎ
ょ
た
い
）
・
胡
簶
（
や
な
ぐ
い
）
を
背
負
い
、
手
に
鉾
を
も
っ
た
勇
壮
な
姿
で
あ
る
。
四
人
の
舞 

人
の
装
束
を
全
部
つ
け
終
る
た
め
に
は
約
一
時
間
を
要
す
る
。
曲
は
序
・
破
・
急
に
分
か
れ
、
三
つ
の
曲
に
よ
っ
て
構
成 

さ
れ
た
一
種
の
組
曲
で
あ
る
。 

 

破
の
章
で
は
鉾
を
打
ち
振
り
、
急
の
章
で
は
太
刀
を
抜
き
舞
う
た
め
、
戦
陣
に
お
け
る
剣
の
舞
で
、
好
戦
的
な
舞
曲
と 

解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
で
は
こ
の
剣
は
破
邪
顕
正
の
剣
で
宗
教
的
平
和
を
讃
え
る
曲
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き 

た
。
魚
袋
に
は
弓
が
無
く
、
胡
簶
の
矢
が
逆
さ
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
天
下
の
太
平
を
寿
ぐ
意
味
で
あ
る
と
い
う
。 

こ 

の
舞
楽
は
「
蘇
利
古
」
や
「
迦
陵
頻
」
と
同
様
に
、
聖
霊
会
舞
楽
大
法
要
に
省
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
役
割
を
も
っ 

て
い
る
。
こ
の
曲
の
急
で
、
舞
人
が
太
刀
を
抜
く
の
を
合
図
に
、
舞
台
四
隅
の
篝
（
か
が
り
）
に
火
が
入
れ
ら
れ
、
堂
内 

の
聖
徳
太
子
の
御
影
が
巻
き
上
げ
ら
れ
て
還
御
（
か
ん
ぎ
ょ
）
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
古
来
の
し
き
た
り
と
し
て
守
ら
れ
て 

い
る
。
す
な
わ
ち
、
太
平
楽
の
演
奏
が
な
け
れ
ば
、
聖
霊
会
の
儀
式
が
終
了
し
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
昔
の
聖
霊 

会
は
、
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
、
二
十
五
曲
（
十
二
番
半
）
の
舞
楽
が
、
延
々
と
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て 

い
る
が
、
「
太
平
楽
」
が
演
奏
さ
れ
る
頃
に
は
、
日
没
と
な
り
夕
闇
が
迫
っ
て
い
た
。
篝
の
火
明
り
の
下
で
舞
が
舞
わ
れ
、 

楽
の
音
は
夜
空
を
高
く
響
い
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
名
残
を
今
も
な
お
そ
の
ま
ま
に
伝
え
て
い
る
。 

  
 

入 
 

調
（
に
ゅ
う
じ
ょ
う
） 

 

抜 
 
 

頭 
 
(

ば
と
う) 

 
 
 

吉
光 

信
昭 

  

抜
頭
は
、
撥
頭
・
鉢
頭
・
髪
頭
と
も
い
う
。
林
邑
僧
仏
哲
が
伝
え
た
「
林
邑
八
楽
」
の
一
つ
で
、
手
に
桴
を
持
っ
て
力 

強
く
律
動
的
に
舞
う
。
こ
の
曲
は
い
く
つ
か
の
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
最
近
の
研
究
で
は
「
抜
頭
」
と
は
、
イ
ン
ド
神 

話
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
に
で
て
く
る
王
「
バ
ド
ゥ
」
の
こ
と
で
、
曲
は
そ
の
王
の
名
馬
が
毒
蛇
を
殺
し
喜
ぶ
様
を
表
現
し
て 

い
る
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。 

本
来
は
左
方
の
舞
で
あ
る
が
、
四
天
王
寺
で
は
右
方
の
舞
楽
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
聖
霊
会
で
は
、
右
方
の
楽 

舎
か
ら
出
て
、
左
方
の
楽
舎
が
演
奏
を
す
る
。
左
方
の
楽
舎
に
敬
意
を
表
す
る
意
味
か
ら
、
提
灯
を
持
っ
た
先
導
に
導
か 

れ
て
左
方
の
鼉
太
鼓
を
一
廻
り
し
、
舞
台
に
登
る
な
ら
わ
し
が
あ
る
。
こ
の
時
、
舞
人
は
「
古
楽
乱
声
（
こ
が
く
ら
ん
じ 

ょ
う
）
」
と
い
う
笛
と
太
鼓
だ
け
の
曲
で
入
場
す
る
。
当
曲
の
部
分
は
「
夜
多
羅
拍
子
（
や
た
ら
び
ょ
う
し
）
」
と
い
っ 

て
、
四
天
王
寺
楽
人
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
独
特
の
五
拍
子
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
演
奏
さ
れ
る
。
当
曲
の
演
奏
を
繰
り
返
す
う 

ち
に
舞
人
は
退
場
す
る
。 

 
 

 

貴 
 
 

徳 
 
(

き
と
く) 

 
 
 

小
野 

真
龍 

 
 

渤
海
方
面
（
現
在
の
シ
ベ
リ
ア
地
方
）
か
ら
伝
え
ら
れ
た
右
方
の
曲
で
あ
る
。
そ
の
昔
、
漢
の
帝
王
に
降
服
し
て
帰
徳 

侯
と
名
乗
っ
た
王
将
が
匈
奴
（
き
ょ
う
ど
）
に
い
た
が
、
こ
の
王
は
す
こ
ぶ
る
勇
将
で
あ
っ
た
。
そ
の
勇
姿
を
模
し
た
も 

の
と
い
う
。
眼
光
鋭
く
鼻
高
き
勇
猛
な
面
を
つ
け
、
番
子
（
ば
ん
こ
）
を
従
え
て
、
す
る
ど
く
鉾
を
打
ち
す
え
る
舞
振
り 

は
、
よ
く
勇
将
の
面
影
を
し
の
ば
せ
る
も
の
が
あ
る
。
番
舞
（
つ
が
い
ま
い
）
で
あ
る
左
方
の
「
散
手
」（
さ
ん
じ
ゅ
） 

と
と
も
に
、
気
品
の
高
い
王
舞
と
さ
れ
て
い
る
。
曲
は
ま
ず
笛
の
独
奏
の
小
乱
声
が
奏
さ
れ
、
高
麗
乱
声
（
こ
ま
ら
ん
じ 

ょ
う
）
で
舞
人
が
登
場
す
る
。
小
音
取
（
こ
ね
と
り
）
が
奏
さ
れ
た
後
高
麗
壱
越
調
（
こ
ま
い
ち
こ
つ
ち
ょ
う
）
の
「
貴 

徳
破
」
で
舞
い
始
め
る
。
鉾
を
勇
壮
に
打
ち
振
っ
て
「
破
」
を
舞
い
お
さ
め
た
後
、
再
び
軽
快
な
「
唐
拍
子
（
か
ら
び
ょ 

う
し
）
」
の
リ
ズ
ム
で
「
急
」
が
舞
わ
れ
、
最
後
は
「
急
」
の
楽
曲
に
の
っ
て
威
風
堂
々
の
様
で
退
場
す
る
。 以 
 

上 
 

丸
川 

司
文 

 

村
上 
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恵
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曾
根 

暢
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   入
調
と
は
、
法
要
に
織
り
こ
ま
れ
た
供
養
舞
が
終
っ

て
、
こ
れ
よ
り
法
楽
に
入
る
と
の
意
味
で
あ
る
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小
島 

緩
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松
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由
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（
何
れ
も
順
不
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天
王
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雅
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